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神照地域の人口

(令和 8年 ¬月 1日 現在 )
男   9, 874人
女   9, 922人
合計  19, 796人

対前年同月比    -4人神照地区地域づくり協議会   2026  3/1号

安心して暮らせるまちづくり
高齢化が進み、ひとり暮らしの方や高齢者のみ世帯が増加し

ています。また地域の「つながり」が希薄化し、孤立・孤独化す

るケースも増えつつあります。直面する課題に対して、地域住

民がつながり、自分のできることで支え、ときには支えられ、

お互いさまの支え合いで、住み慣れた地域でいつまでも安心

して暮らせるまちにしたいものです。

健康福祉部では、地域福祉活動計画を策定して、各種団体と

連携・協働して推進活動に取り組んでいます。

直近3年間の高齢化率の推移  (長浜市HPより)
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※一般的に「高齢者」とは65歳以上の人を指し、

総人口に占める割合を「高齢化率」といいます。

1     基本国標3
つながりを深め、自分の気持ちが

出せる居場所づくり

・サロン渚動の推進
。ほつぺの広場、まゆの広場
・神ゆうくらぶの港動支援
・神照プロジェクト活動
・ハッピー0堂

いろんな情報のほかに脳 トレ

クイズも同封してい

夏号 秋号

基本目標¬

人と人とのつながりを広める

交流と関係づくり

。つながるレター活動
・反愛訪間
・特居」支援学級反愛訪間
・園児と高齢者とのぶ、れあしヽ交流会
・人権のつどしヽ
・多文化交流活動

「 つながるレター」を発行 しま した

つながるレターは、認知症やフレイル・熱中

症やヒートショック・振り込め詐欺の注意など

高齢者に知つていただきたい情報をお伝え

して、レターを介してつながることでいきい

きと生活していただくことを目的にお届けし

ています。1月には冬号を発行し、令和7年度

は年4回お届けしました。毎号とも、民生委員

さんのご協力のもと80歳以上のひとり暮ら

しの方と80歳以上のご夫婦で暮らされてい

る方々へお配りしました。

寒さが厳しかつた歳

末に民生委員さんが

高齢者のお宅にカイロ

を届け、声がけをして、

地域のつながりを深

めました。

基本目標2 -  ―――
互いのつながりで支える

見守 り活動
。命のバ トン
・隣近所のちょつと見守り、気軽な

声かけ
。自治会長、民児協、福祉委員による

意見交換会
・お互しヽさんの助け合い活動

冬号

春号
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Q 民生委員児童委員つてなに?

A 厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域で常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な助言や援助、また、福祉サービスを適切に利用するた
めの情報の提供等を行つています。

たとえ[ぎ、こん声と`こ孟で国oでとヽたらご相談くださと41:

|三受|"亜甍1函 : i  垣聾コ :

1亜菫|い嘔亜亜重1髪三菫: 巨璧蛭爵翻 :

秘密厳警られます1資心してご相醸くだ喜い。

自然災害などから住民
を守る取り組みを協力
して進めています

生活上のさまざま
な相談をうけます

藤 回 村 川 中 藤 堀 蒲 前 松

田 友 方 寺 山 田  生 川 井

地域でこんな役割を担つています
福祉サービスの     地顔をいつも     関係機関 。各団体に
I情報提供をします 見守つてしヽ つなざます

あなたの町の民生委員児童委員です
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こんにちは
お元気ですえ)｀

福祉事務所、保健所、子ど
も家庭相談センターなど

OOさんがデイサービス
を利用したいそうです

OOさん、どうかさ
れましたか?



12月■31国|(土)|しめ縄づくり体験

49名が参加して、しめ縄づくり

を体験しました。講師を務めてい

ただいた寺子屋ネットの先生から

は、しめ縄の作り方や材料はお米

の収穫を終えた藁(わら)を使つ

ていることを教わりました。

作業は、二人一組で挑戦します。

まずは菓を束ねてねじりながら

編んでいきます。途中で緩まない

ように2人が協力して、力加減や

巻く方向を確認しあいながら作り

ました。編み終えた後に飾りつけ

を施すと立派なしめ縄が完成しま

した。

鑽

車

しめ縄を自分で作れたことに感動しました (談 )

しめ縄づくりの後はスタッフ手作りの
カレーをいただきました。また秋の体
験学習の時に収穫したもち米でお赤飯
も作つてしヽただきました。

争 基

勝っべのひ奪勝″I「えマ及会

か

12月 25日にクリスマス会を

開催しました。民生委員児童

委員さんのすてきな企画で今

年もみんなといっしょに過ご

すことができました。
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神照まちづくリセンター利用者アンケーHこついて

「神照まちづくリセンターの利用に関するアンケート」を実施しました。アンケートの集計結果がまとま

りましたのでご報告します。このアンケーHよ当センターをどのようにご利用され、どのくらい満足して

いただいているかを伺い、今後の運営の参考とさせていただくため実施しました。

頂戴したご意見は、サービスの更なる向上に活かしてまいります。多くの方にご協力をいただき、あり
,

がとうございました。

(調査実施期間 令和7年11月 1日～11月 30日 )

アンケート調査回答者数 単位 :人 利用目的

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

神照地区 3 2 6 8 10 28 73 130

市内 11 3 16 41 31 27 59 188

市外(米原・彦根) 2 3 3 9 8 5 8 38

その他県内 1 2 2 2 0 1 1 9

県外 0 0 0 1 2 1 ¶ 5

17 10 27 61 51 62 142 370

①職員の対応

②開館時間

③料金設定

④HP・広報かみてる

⑤施設の清掃
%

④総合的な評価

E満足   ■やや満足   E普 通   Eや や不満   ■不満
アンケート結果については、神照まちづくリセンターホームページに掲載しております

TOPICS
l月 21日 (水 )

神照小学校の2年生が見学訪間

& INFORMAT10N

スクールガー ド募集のお矢□らせ

〒526-0015滋賀県長浜市神照町286-1
TEL 0749-62-0265
FAX 0749-64-2752
休館日:月曜日・第1、 第3日曜日、祝日、年末年始

神照小学校。長浜北小学校ではスクールガード(登

下校時における児童の見守りをしていただくボラン

テイア)を募集されています。

子どもたちが、安心。安全に登下校できるように、

ぜひご協力ください。

連絡先は各学校までお願いします。

インスタグラム

はじめました II

イベント情報を

お届けします KAMITERUMACHlSEN

インスタグラム

校外学習で神照まち

づくリセンターに施設

見学に来てくれました。

関心をもって館内を見

てもらい、たくさんの

質問も受けました。

ホームページ
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